
AI検索時代のコンテンツ制作方針について 

1．現状認識 

2026年現在、Google検索にはAI Overviewsが標準搭載されており、AI Overviewsによってクリックが58%減
少したという2026年2月のAhrefsの調査結果も出ています。特に「◯◯とは」「◯◯のやり方」といった情報収集
目的のキーワード（Knowクエリ）は、AIが回答を要約して表示してしまうため、従来のように上位表示してもアク
セスに結びつきにくい状況になっています。 

参考出典：Ahrefs "SEO vs AEO vs GEO: The 2026 Search Survival Guide" (2026年2月) 

一方で「比較」「おすすめ」「選び方」「料金」といった意思決定に近いキーワード（Buyクエリ）では、ユーザーが
情報源を自分の目で確認したい傾向が残っており、依然として流入を獲得しやすい領域です。さらに、

ChatGPTやGemini、Perplexityなど生成AIに引用・推薦されること自体が、新しい集客経路になってきていま
す。 

2．基本方針 

「集客記事と販売記事を完全に分離するか、ハイブリッド型にするか」という論点については、集客記事の基本

を情報提供に置きつつ、自社の事例や対応方針を記事後半に自然に埋め込むハイブリッド型を基本としつつ、

販売記事（サービスページ）は独立して維持する形をおすすめします。 

その理由は三つあります。 

一つ目は、AI Overviewsやゼロクリック検索によって、集客記事を読んだユーザーが販売記事へたどり着く前
に離脱してしまうケースが増えているため、集客記事の段階で自社の存在と対応内容を伝えておく必要性が高

まっているためです。 

二つ目は、生成AIが回答を合成する際、自社名・サービス名・事例が記事内に含まれているほどAIの回答に引
用されやすくなる傾向があり、中立的な解説だけの記事では「AIの学習素材」で終わってしまいやすいためで
す。 

参考出典：バンブーハウス "次世代SEO・GEO/AEO対策｜AI検索の引用獲得と高速化DX" (2026年3月) 

三つ目は、Googleが評価基準に加えたE-E-A-TのうちExperience（経験）の評価が高まっており、実体験に基
づく一次情報の価値が飛躍的に高まっているため、自社事例や現場の知見を織り込んだ記事のほうが検索評

価も得やすくなっているためです。 

参考出典：SEOライター （note） "AI時代の一次情報記事とSEOの新常識" (2026年2月) 

3．集客記事の設計 

集客記事の冒頭では、読者の疑問に対する結論を40〜60字程度で先出しします。これはAIエンジンが記事の
最初の文で主要な質問への回答を求めており、各セクションも独立した単位で抜き出すためで、冒頭に結論を

置くことで引用されやすくなります。見出しは「なぜ◯◯なのか」「どうすれば◯◯できるのか」といった質問形式

で組み、各セクションが単体でも読める回答ブロックになるよう構成します。 

参考出典：EMARKETER "FAQ on GEO and AEO: Where AI search and SEO overlap in 2026" (2026年4
月) 

https://www.hellobar.com/blog/seo-vs-aeo-vs-geo-search-guide/
https://www.bamboo-h.com/business/seo/
https://note.com/seowriter360/n/n0c860cba357a
https://www.emarketer.com/content/faq-on-geo-aeo--where-ai-search-seo-overlap-2026


記事の中盤以降では、一般的な解説だけでなく、自社が関わった事例の要約、実際の顧客からよく出る質問、

作業時に遭遇した落とし穴、独自の判断基準といった一次情報を織り込んでいきます。ここが他社記事やAI生
成記事との差別化ポイントになります。 

参考出典：株式会社アイリーラボ "AI時代こそ一次情報！勝てるコンテンツマーケティング術" (2025年7月) 

記事の終盤では「このような内容を自社で対応する場合、このような形でご提供しています」という流れで、自社

のサービス紹介を自然に挿入し、詳細は販売記事への内部リンクで補う形にします。 

4．販売記事の役割 

販売記事については、従来どおりサービス内容・強み・料金・(事例)・問い合わせ導線を整理したページとして
独立維持します。集客記事からの受け皿としての機能に加えて、販売記事自体も「◯◯サービス」「◯◯会社」「

◯◯費用」といった指名系・比較系キーワードで上位を狙える設計とし、お客様の声やページ内の事例の充実

で信頼性を補強していきます。 

5．中長期で強化すべき要素 

著者・監修者情報の明記、運営者情報の透明化、構造化データ（FAQ、HowTo、Article schema）の実装、独
自調査やアンケートの公開、顧客インタビューの記事化が、今後数年にわたり効いてくる要素になります。AIは
依然としてGoogleなどの検索エンジンで評価の高いサイトを信頼できる情報源として参照する傾向があり、
SEOが結果的にAIへの引用にもつながります。 

参考出典：RUBY GROUP "生成AI時代のSEO対策とは？ChatGPTで自社サイトが引用される方法" (2025
年9月) 

短期的な順位対策ではなく、「この会社は信頼できる一次情報源である」とGoogleとAIの双方に認識させる中
長期の資産形成の視点で取り組むことが、今後の集客基盤になっていきます。 

作成日：2026年4月24日 
 

https://www.aily-lab.co.jp/column/ai-primary-information-content-marketing/
https://rubygroupe.jp/blogs/column/marketing036
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